
(57)【要約】

【課題】　簡単な機構で両扉が同時に開放することを確

実に防止することができ、特に、医療器具管理において

、清潔区域への雑菌の侵入を防止して衛生状態を保護す

ることができるパススルー式キャビネットにおける両扉

同時開放防止機構を提供すること。

【解決手段】　両方の扉材２・２が共に閉じているとき

は、ロッド３の各先端部31・31が当該両扉材２・２に配

設された各ロック部材25・25に共に押し込まれて、ドア

ノブ21を回転可能にして何れか一方の扉材２の開放を自

由にする一方、

一方の扉材２が開放されているときは、他方の扉材２に

おけるロック部材25に配設された付勢部材25ｂにより前

記ロッド３の先端部31が付勢されて抜け出るとともに、

当該ロック部材25の掛止溝25ａに掛止フック24が掛合す

ることによって、他方の扉材２のドアノブ21の回転を阻

害して両扉材の同時開放を防止することができるように

する。

【選択図】　図１

JP 2006-138150 A 2006.6.1



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 キ ャ ビ ネ ッ ト １ の 正 面 お よ び 背 面 に 取 り 付 け ら れ た 対 を な す 扉 材 ２ と ２ と が 、 同 時 に 開
放 さ れ る の を 防 止 す る た め の 機 構 で あ っ て 、
前 記 各 扉 材 ２ は 、 ド ア ノ ブ 21の 回 転 に よ り ラ ッ チ 22が 出 没 し て 、 前 記 キ ャ ビ ネ ッ ト １ に 固
定 さ れ た ラ ッ チ 受 具 23と 掛 合 ／ 解 除 可 能 で あ っ て 、 か つ 、 当 該 ド ア ノ ブ 21の 回 転 軸 先 端 に
は 掛 止 フ ッ ク 24が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 掛 止 フ ッ ク 24は ロ ッ ク 部 材 25に 形 成 さ れ た 掛 止 溝
25ａ に 嵌 合 可 能 で あ る 一 方 、
前 記 キ ャ ビ ネ ッ ト １ に は 、 各 先 端 部 31・ 31が 正 面 側 お よ び 背 面 側 に 向 き 、 か つ 、 軸 方 向 に
ス ラ イ ド 自 在 な 棒 状 の ロ ッ ド ３ が 配 設 さ れ て お り 、
両 方 の 扉 材 ２ ・ ２ が 共 に 閉 じ て い る と き は 、 前 記 ロ ッ ド ３ の 各 先 端 部 31・ 31が 当 該 両 扉 材
２ ・ ２ に 配 設 さ れ た 前 記 各 ロ ッ ク 部 材 25・ 25に 共 に 押 し 込 ま れ て 、 こ の ロ ッ ク 部 材 25が 退
動 し て 、 掛 止 溝 25ａ と 前 記 掛 止 フ ッ ク 24と の 嵌 合 が 解 除 さ れ 、 ド ア ノ ブ 21を 回 転 可 能 に し
て 何 れ か 一 方 の 扉 材 ２ の 開 放 を 自 由 に す る 一 方 、
一 方 の 扉 材 ２ が 開 放 さ れ て い る と き は 、 他 方 の 扉 材 ２ に お け る ロ ッ ク 部 材 25に 配 設 さ れ た
付 勢 部 材 25ｂ に よ り 前 記 ロ ッ ド ３ の 先 端 部 31が 付 勢 さ れ て 抜 け 出 る と と も に 、 当 該 ロ ッ ク
部 材 25の 掛 止 溝 25ａ に 掛 止 フ ッ ク 24が 掛 合 す る こ と に よ っ て 、 他 方 の 扉 材 ２ の ド ア ノ ブ 21
の 回 転 を 阻 害 し て 両 扉 材 の 同 時 開 放 を 防 止 す る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る パ ス ス ル ー
式 キ ャ ビ ネ ッ ト に お け る 両 扉 同 時 開 放 防 止 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
　 キ ャ ビ ネ ッ ト １ に ロ ッ ド ３ を 支 持 す る 支 持 ス タ ン ド 32が 固 定 さ れ て お り 、 こ の 支 持 ス タ
ン ド 32に ロ ッ ド ３ が 挿 通 し て い る 一 方 、 当 該 ロ ッ ド ３ に は ス ト ッ パ 突 起 33が 形 成 さ れ 、 前
記 支 持 ス タ ン ド 32か ら の 脱 落 を 防 止 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の パ ス ス ル ー 式 キ
ャ ビ ネ ッ ト に お け る 両 扉 同 時 開 放 防 止 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
　 扉 材 ２ の 掛 止 フ ッ ク 24が 、 ド ア ノ ブ 21の 回 転 軸 先 端 を 折 曲 し て 一 体 に 形 成 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の パ ス ス ル ー 式 キ ャ ビ ネ ッ ト に お け る 両 扉 同 時 開 放
防 止 機 構 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 パ ス ス ル ー 式 キ ャ ビ ネ ッ ト の 改 良 、 更 に 詳 し く は 、 簡 単 な 機 構 で 両 扉 が 同 時
に 開 放 す る こ と を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き 、 特 に 、 医 療 器 具 管 理 に お い て 、 清 潔 区 域 へ
の 雑 菌 の 侵 入 を 防 止 し て 衛 生 状 態 を 保 護 す る こ と が で き る パ ス ス ル ー 式 キ ャ ビ ネ ッ ト に お
け る 両 扉 同 時 開 放 防 止 機 構 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 周 知 の と お り 、 医 療 現 場 に お い て は 、 病 原 菌 な ど の 感 染 防 止 の た め に 、 医 療 器 具 の 衛 生
管 理 が 最 優 先 さ れ て お り 、 消 毒 済 の 器 具 を 保 管 す る た め に 、 病 院 内 に 特 別 の 無 菌 室 （ ク リ
ー ン ル ー ム ） を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 か か る 無 菌 室 に 器 具 を 搬 入 出 す る 際 に は 、 室 間 に 設 置 さ れ た 、 所 謂 、 パ ス ス ル ー
式 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） の キ ャ ビ ネ ッ ト を 介 在 し て 、 こ の キ ャ ビ ネ ッ ト の 中 に 一 旦
器 具 を 入 れ た 後 、 他 方 の 扉 材 を 開 け る と い っ た 具 合 に 、 交 互 に 開 閉 し て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 か か る 搬 出 入 時 に お い て は 、 細 心 の 注 意 を 払 っ て 行 わ ね ば な ら ず 、 誤 っ
て 、 両 扉 材 が 同 時 に 開 放 さ れ て し ま う と 、 大 量 の 雑 菌 が 無 菌 室 内 に 侵 入 し て し ま う お そ れ
が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 電 磁 ロ ッ ク 式 に 開 閉 制 御 す る も の が 開 示 さ れ て い る け れ ど も （ 例 え ば 、 特 許 文
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献 ２ 参 照 ） 、 コ ス ト 高 や 誤 動 作 の お そ れ も あ り 、 や は り 十 分 で は な か っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ３ ８ ８ ２ ７ 号 公 報 　 （ 第 １ 頁 、 図 ５ ）
【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 昭 ６ １ － １ ８ ０ ９ ９ ６ 号 公 報 　 （ 第 １ － ２ 頁 、 図 １ － ６ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 医 療 器 具 管 理 に 上 記 の よ う な 問 題 が あ っ た こ と に 鑑 み て 為 さ れ た も の
で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 簡 単 な 機 構 で 両 扉 が 同 時 に 開 放 す る こ と を 確 実 に 防 止
す る こ と が で き 、 特 に 、 医 療 器 具 管 理 に お い て 、 清 潔 区 域 へ の 雑 菌 の 侵 入 を 防 止 し て 衛 生
状 態 を 保 護 す る こ と が で き る パ ス ス ル ー 式 キ ャ ビ ネ ッ ト に お け る 両 扉 同 時 開 放 防 止 機 構 を
提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 者 が 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 採 用 し た 手 段 を 添 付 図 面 を 参 照 し て 説 明 す れ ば 次
の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 即 ち 、 本 発 明 は 、 キ ャ ビ ネ ッ ト １ の 正 面 お よ び 背 面 に 取 り 付 け ら れ た 対 を な す 扉 材 ２ と
２ と が 、 同 時 に 開 放 さ れ る の を 防 止 す る た め の 機 構 で あ っ て 、
前 記 各 扉 材 ２ は 、 ド ア ノ ブ 21の 回 転 に よ り ラ ッ チ 22が 出 没 し て 、 前 記 キ ャ ビ ネ ッ ト １ に 固
定 さ れ た ラ ッ チ 受 具 23と 掛 合 ／ 解 除 可 能 で あ っ て 、 か つ 、 当 該 ド ア ノ ブ 21の 回 転 軸 先 端 に
は 掛 止 フ ッ ク 24が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 掛 止 フ ッ ク 24は ロ ッ ク 部 材 25に 形 成 さ れ た 掛 止 溝
25ａ に 嵌 合 可 能 で あ る 一 方 、
前 記 キ ャ ビ ネ ッ ト １ に は 、 各 先 端 部 31・ 31が 正 面 側 お よ び 背 面 側 に 向 き 、 か つ 、 軸 方 向 に
ス ラ イ ド 自 在 な 棒 状 の ロ ッ ド ３ が 配 設 さ れ て お り 、
両 方 の 扉 材 ２ ・ ２ が 共 に 閉 じ て い る と き は 、 前 記 ロ ッ ド ３ の 各 先 端 部 31・ 31が 当 該 両 扉 材
２ ・ ２ に 配 設 さ れ た 前 記 各 ロ ッ ク 部 材 25・ 25に 共 に 押 し 込 ま れ て 、 こ の ロ ッ ク 部 材 25が 退
動 し て 、 掛 止 溝 25ａ と 前 記 掛 止 フ ッ ク 24と の 嵌 合 が 解 除 さ れ 、 ド ア ノ ブ 21を 回 転 可 能 に し
て 何 れ か 一 方 の 扉 材 ２ の 開 放 を 自 由 に す る 一 方 、
一 方 の 扉 材 ２ が 開 放 さ れ て い る と き は 、 他 方 の 扉 材 ２ に お け る ロ ッ ク 部 材 25に 配 設 さ れ た
付 勢 部 材 25ｂ に よ り 前 記 ロ ッ ド ３ の 先 端 部 31が 付 勢 さ れ て 抜 け 出 る と と も に 、 当 該 ロ ッ ク
部 材 25の 掛 止 溝 25ａ に 掛 止 フ ッ ク 24が 掛 合 す る こ と に よ っ て 、 他 方 の 扉 材 ２ の ド ア ノ ブ 21
の 回 転 を 阻 害 し て 両 扉 材 の 同 時 開 放 を 防 止 す る こ と が で き る よ う に す る と い う 技 術 的 手 段
を 採 用 し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 必 要 に 応 じ て 上 記 手 段 に 加 え 、 キ ャ ビ ネ
ッ ト １ に ロ ッ ド ３ を 支 持 す る 支 持 ス タ ン ド 32が 固 定 さ れ て お り 、 こ の 支 持 ス タ ン ド 32に ロ
ッ ド ３ が 挿 通 し て い る 一 方 、 当 該 ロ ッ ド ３ に は ス ト ッ パ 突 起 33が 形 成 さ れ 、 前 記 支 持 ス タ
ン ド 32か ら の 脱 落 を 防 止 す る と い う 技 術 的 手 段 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 更 に ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 必 要 に 応 じ て 上 記 手 段 に 加 え 、 扉 材
２ の 掛 止 フ ッ ク 24を 、 ド ア ノ ブ 21の 回 転 軸 先 端 を 折 曲 し て 一 体 に 形 成 す る と い う 技 術 的 手
段 を 採 用 し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に あ っ て は 、 両 方 の 扉 材 が 共 に 閉 じ て い る と き は 、 ロ ッ ド の 各 先 端 部 が 当 該 両 扉
材 に 配 設 さ れ た 前 記 各 ロ ッ ク 部 材 に 共 に 押 し 込 ま れ て 、 こ の ロ ッ ク 部 材 を 退 動 し 、 掛 止 溝
と 掛 止 フ ッ ク と の 嵌 合 を 解 除 し 、 ド ア ノ ブ を 回 転 可 能 に し て 何 れ か 一 方 の 扉 材 の 開 放 を 自
由 に す る 一 方 、
一 方 の 扉 材 が 開 放 さ れ て い る と き は 、 他 方 の 扉 材 に お け る ロ ッ ク 部 材 に 配 設 さ れ た 付 勢 部
材 に よ り 前 記 ロ ッ ド の 先 端 部 が 付 勢 さ れ て 抜 け 出 す と と も に 、 当 該 ロ ッ ク 部 材 の 掛 止 溝 に
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掛 止 フ ッ ク を 掛 合 せ し め る よ う に 構 成 し た こ と に よ っ て 、 他 方 の 扉 材 の ド ア ノ ブ の 回 転 を
阻 害 し て 両 扉 材 の 同 時 開 放 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し た が っ て 、 簡 単 な 機 構 で 両 扉 が 同 時 に 開 放 す る こ と を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き 、 特
に 、 医 療 器 具 管 理 に お い て 、 雑 菌 の 侵 入 を 防 止 し て 衛 生 状 態 を 保 護 す る こ と が で き る こ と
か ら 、 実 用 的 利 用 価 値 は 頗 る 高 い と 云 え る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 を 具 体 的 に 図 示 し た 図 面 に 基 い て 更 に 詳 細 に 説 明 す る と 次 の と お り で
あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 開 放 防 止 機 構 を 図 １ か ら 図 ４ に 基 い て 説 明 す る 。 図 １ 中 、 符
号 １ で 指 示 す る も の は キ ャ ビ ネ ッ ト で あ り 、 こ の キ ャ ビ ネ ッ ト １ は 、 正 面 お よ び 背 面 に 対
を な す 扉 材 ２ と ２ と が 取 り 付 け ら れ た 、 所 謂 、 パ ス ス ル ー 式 の も の で あ り 、 本 実 施 形 態 で
は 、 当 該 キ ャ ビ ネ ッ ト １ 内 に 医 療 器 具 を 収 容 す る こ と が で き 、 消 毒 済 の 器 具 を 保 管 す る た
め の 無 菌 室 （ ク リ ー ン ル ー ム ） に 器 具 を 搬 入 出 す る 室 間 壁 に 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 符 号 ２ で 指 示 す る も の は 扉 材 で あ り 、 こ の 扉 材 ２ は 、 前 記 キ ャ ビ ネ ッ ト １ の 正 面
お よ び 背 面 に 丁 番 に よ り 取 り 付 け ら れ て お り 、 ド ア ノ ブ 21の 回 転 に よ り ラ ッ チ 22が 出 没 し
て 、 前 記 キ ャ ビ ネ ッ ト １ に 固 定 さ れ た ラ ッ チ 受 具 23と 掛 合 ／ 解 除 可 能 で あ っ て 、 か つ 、 当
該 ド ア ノ ブ 21の 回 転 軸 先 端 に は 、 ロ ッ ク 部 材 25に 形 成 さ れ た 掛 止 溝 25ａ に 嵌 合 可 能 な 掛 止
フ ッ ク 24が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 更 に ま た 、 符 号 ３ で 指 示 す る も の は 棒 状 の ロ ッ ド で あ り 、 本 実 施 形 態 で は 、 こ の ロ ッ ド
３ に は ス ト ッ パ 突 起 33を 形 成 し 、 前 記 キ ャ ビ ネ ッ ト １ に 固 定 し た 支 持 ス タ ン ド 32か ら の 脱
落 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し か し て 、 本 実 施 形 態 品 は 、 前 記 キ ャ ビ ネ ッ ト １ の 正 面 お よ び 背 面 に 取 り 付 け ら れ た 対
を な す 扉 材 ２ と ２ と が 、 同 時 に 開 放 さ れ る の を 防 止 す る た め の 機 構 で あ っ て 、 構 成 す る に
あ っ て は 、 ま ず 、 キ ャ ビ ネ ッ ト １ を 消 毒 済 の 器 具 を 保 管 す る た め の 無 菌 室 に 器 具 を 搬 入 出
す る 室 間 壁 に 設 置 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 各 扉 材 ２ は 、 ド ア ノ ブ 21の 回 転 に よ り ラ ッ チ 22が 出 没 し て 、 前 記 キ ャ ビ ネ ッ ト １
に 固 定 さ れ た ラ ッ チ 受 具 23と 掛 合 ／ 解 除 可 能 に す る 。 か か る ド ア 開 閉 機 構 と し て は 公 知 の
も の を 採 用 し 、 ま た 、 ラ ッ チ 受 具 23は 図 示 し た よ う な Ｌ 字 型 金 具 で あ っ て も 良 い し 、 袋 状
の ス ト ラ イ ク 部 材 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 ド ア ノ ブ 21の 回 転 軸 先 端 に は 掛 止 フ ッ ク 24が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 掛 止 フ ッ ク 24
は ロ ッ ク 部 材 25に 形 成 さ れ た 掛 止 溝 25ａ に 嵌 合 可 能 に す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 扉 材 ２ の 掛
止 フ ッ ク 24を 、 ド ア ノ ブ 21の 回 転 軸 先 端 を 折 曲 し て 一 体 に 形 成 す る こ と が で き る 。 な お 、
ロ ッ ク 部 材 25に は 、 付 勢 部 材 25ｂ （ 本 実 施 形 態 で は 、 コ イ ル バ ネ ） が 介 装 さ れ て お り 、 衝
止 す る ロ ッ ド ３ の 先 端 部 31を 押 圧 付 勢 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 更 に ま た 、 前 記 キ ャ ビ ネ ッ ト １ に は 、 各 先 端 部 31・ 31が 正 面 側 お よ び 背 面 側 に 向 き 、 か
つ 、 軸 方 向 に ス ラ イ ド 自 在 な 棒 状 の ロ ッ ド ３ を 配 設 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 キ ャ ビ ネ ッ ト
１ に ロ ッ ド ３ を 支 持 す る 支 持 ス タ ン ド 32を 固 定 し て 、 こ の 支 持 ス タ ン ド 32に ロ ッ ド ３ を 挿
通 せ し め る 一 方 、 当 該 ロ ッ ド ３ に は ス ト ッ パ 突 起 33を 形 成 し 、 一 方 の 扉 材 ２ の 開 放 に よ り
ロ ッ ド ３ が ス ラ イ ド し た と し て も 、 前 記 支 持 ス タ ン ド 32か ら の 脱 落 を 防 止 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 そ し て 、 両 方 の 扉 材 ２ ・ ２ が 共 に 閉 じ て い る と き は 、 前 記 ロ ッ ド ３ の 各 先 端 部 31・ 31が
当 該 両 扉 材 ２ ・ ２ に 配 設 さ れ た 前 記 各 ロ ッ ク 部 材 25・ 25に 共 に 押 し 込 ま れ て お り 、 こ の ロ
ッ ク 部 材 25が 退 動 し て 、 掛 止 溝 25ａ と 前 記 掛 止 フ ッ ク 24と の 嵌 合 が 解 除 さ れ る の で （ 図 ２
参 照 ） 、 何 れ か 一 方 の 扉 材 ２ の 開 放 を 自 由 に す る こ と が で き る （ 図 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 一 方 の 扉 材 ２ が 開 放 さ れ て い る と き は 、 他 方 の 扉 材 ２ に お け
る ロ ッ ク 部 材 25に 配 設 さ れ た 付 勢 部 材 25ｂ に よ り 前 記 ロ ッ ド ３ の 先 端 部 31が 付 勢 さ れ て 抜
け 出 る と と も に 、 当 該 ロ ッ ク 部 材 25の 掛 止 溝 25ａ に 掛 止 フ ッ ク 24が 掛 合 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 し た が っ て 、 か か る 状 態 に あ っ て は 、 他 方 の 扉 材 ２ の ド ア ノ ブ 21の 回 転 を 阻 害 す る こ と
と な り 、 両 扉 材 の 同 時 開 放 を 防 止 す る こ と が で き る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 は 、 概 ね 上 記 の よ う に 構 成 さ れ る が 、 本 発 明 は 図 示 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の
で は 決 し て な く 、 「 特 許 請 求 の 範 囲 」 の 記 載 内 に お い て 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ っ て 、 例 え
ば 、 扉 材 ２ の ロ ッ ク 部 材 25の 付 勢 部 材 25ｂ は コ イ ル バ ネ に 限 ら ず 、 そ の 他 の 板 バ ネ 部 材 や
弾 性 ゴ ム な ど の 反 発 部 材 を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 品 は 、 医 療 器 具 用 に 供 す る こ と が 好 ま し い け れ ど も 、 例 え ば 、 玄 関 先 の 荷
受 け の 際 に 利 用 し て 、 防 犯 な ど の 安 全 性 向 上 の た め に 用 い る こ と も で き 、 何 れ の も の も 本
発 明 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る キ ャ ビ ネ ッ ト を 表 わ す 全 体 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 防 止 機 構 を 表 わ す 説 明 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 防 止 機 構 を 表 わ す 説 明 上 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 防 止 機 構 を 表 わ す 説 明 上 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ 　 　 キ ャ ビ ネ ッ ト
　 ２ 　 　 扉 材
　 21　 　 ド ア ノ ブ
　 22　 　 ラ ッ チ
　 23　 　 ラ ッ チ 受 具
　 24　 　 掛 止 フ ッ ク
　 25　 　 ロ ッ ク 部 材
　 25ａ 　 掛 止 溝
　 25ｂ 　 付 勢 部 材
　 ３ 　 　 ロ ッ ド
　 31　 　 先 端 部
　 32　 　 支 持 ス タ ン ド
　 33　 　 ス ト ッ パ 突 起
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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